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共産党

退席

 守山市議会１２月定例会は、１２月１８日閉会し

ました。提出されていた「中学校給食を求める請願」

は、右の表の通り、日本共産党の２人が賛成のみで、

１５人が反対（政志会の３人は棄権）して不採択と

なりました。小牧議員は、文教福祉常任委員長の報

告に対し質疑、松葉議員は賛成討論し、人口の約２

割の願いを採択すべきと発言しましたが、國枝議員

が反対討論、１５人の議員は冷たく反対しました。

市民の声の代弁者、市民の代表であるはずの議員が

人口の２割の市民の声を踏みにじる行為。議員の役

割が大きく問われる事態です。ちなみに、栗東市議

会は同様の「給食求める請願」を継続審査。 

 

 

 

 

（
問
）
守
山
市
民
病
院

で
行
っ
た
健
康
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
評
価
す

る
。
市
民
の
健
康
と
医

療
に
責
任
を
も
ち
、
健

康
づ
く
り
に
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き
。 

〈
市
民
病
院
事
業
管
理

者
）
死
亡
原
因
の
６
割

が
生
活
習
慣
病
。
予
防

と
早
期
発
見
、
早
期
治

療
が
重
要
。
市
の
健
康

福
祉
・
保
健
施
策
と
連

携
し
て
必
要
な
医
療
を

提
供
す
る
。 

〈
問
〉「
す
こ
や
か
ま
ち

づ
く
り
行
動
プ
ラ
ン
」

で
目
指
す
健
康
寿
命
の

延
伸
目
標
を
ど
う
総
括

し
て
い
る
か
。 

〈
健
康
福
祉
部
理
事
〉 

徐
々
に
健
康
寿
命
が
伸

び
て
き
て
い
る
。
継
続

し
て
取
り
組
む
こ
と

で
、
健
康
づ
く
り
の
成

果
が
出
る
。
市
民
病
院

と
も
一
体
的
に
健
康
づ 

く
り
や
介
護
予
防
を
進

め
て
い
き
た
い
。 

〈
問
〉
安
倍
政
権
は
、

要
支
援
１
，
２
を
介
護

保
険
か
ら
外
し
、
市
町

の
地
域
支
援
事
業
に
移

行
な
ど
、
公
的
な
医

療
・
介
護
費
用
を
抑

制
・
削
減
を
進
め
る
も

の
。
介
護
予
防
と
は
逆

行
す
る
。 

〈
健
康
福
祉
部
理
事
〉 

地
域
の
実
情
に
応
じ
て

「
地
域
支
援
事
業
」
を

再
構
築
す
る
。
介
護
予

防
の
充
実
に
努
め
る
。 

〈
問
〉
守
山
中
学
校
の

新
校
舎
建
設
は
３
度
目

の
入
札
も
不
調
。
屋
根

の
デ
ザ
イ
ン
が
大
き
な

障
害
と
な
っ
て
時
間
を

浪
費
し
て
い
る
。
若
干

の
工
法
変
更
で
は
根
本

解
決
に
な
ら
な
い
。
全

面
的
に
全
体
設
計
を
見

直
す
べ
き
。 

〈
市
長
〉
現
行
予
算
の

範
囲
内
で
年
度
内
に
契

約
で
き
る
よ
う
取
り
組

み
平
成

２８

年
７
月
完

成
を
目
指
す
。 

〈
問
〉
コ
ン
ペ
に
要
し

た
費
用
は
ど
れ
だ
け

か
。
生
徒
の
学
習
へ
の

影
響
は
ど
う
か
。
教
育

長
と
し
て
の
責
任
を
ど

う
認
識
し
て
い
る
か
。 

〈
教
育
長
〉
コ
ン
ペ
に

要
し
た
費
用
は
６
３
０

万
円
。
グ
ラ
ン
ド
が
従

来
よ
り
も
狭
い
が
、
基

本
的
に
学
習
全
般
に
大

き
な
影
響
は
な
い
。
今

後
も
最
善
を
尽
く
す
。 

                                             

〈
問
〉
小
規
模
企
業
振

興
基
本
法
が
制
定
さ
れ

経
産
省
か
ら
基
本
計
画

も
出
さ
れ
た
。
５
人
以

下
の
小
企
業
の
振
興
は

県
や
商
工
会
異
議
所
任

せ
で
は
な
く
、
自
治
体

の
責
務
と
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。
基
本
法
に

対
す
る
考
え
方
は
。 

〈
都
市
活
性
化
局
長
〉

基
本
法
に
基
づ
き
各
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
必
要
な
施
策
の
強

化
・
充
実
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。 

〈
問
〉
基
本
法
の
重
点

施
策
の
中
に
、「
地
域
経

済
に
波
及
効
果
の
あ
る

事
業
」
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。
現
在
の
耐

震
・
住
宅
エ
コ
リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
制
度
を
一
般

リ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
適
用

す
れ
ば
更
に
経
済
効
果

も
上
が
り
地
域
振
興
に

つ
な
が
る
の
で
は
。 

〈
都
市
活
性
化
局
長
〉 

経
済
対
策
の
み
な
ら

ず
、
環
境
施
策
や
安
全

安
心
に
つ
な
が
る
施
策

と
連
動
さ
せ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
お

り
、
条
件
緩
和
は
考
え

て
い
な
い
。 

〈
問
〉
来
年
４
月
か
ら

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
、

介
護
保
険
料
、
利
用
者

負
担
が
改
正
さ
れ
る
。

要
支
援
の
地
域
支
援
事

業
へ
の
移
行
計
画
は
変

更
な
い
か
。 

〈
健
康
福
祉
部
理
事
〉

２８

年
度
ま
で
は
現
行

通
り
の
サ
ー
ビ
ス
を
維

持
し
、
２９
年
度
か
ら
の

実
施
を
想
定
し
て
い

る
。
移
行
後
も
現
行
と

極
端
な
サ
ー
ビ
ス
の
差

が
生
じ
な
い
よ
う
配
慮

し
て
い
く
。 

〈
問
〉
特
養
入
所
申
し

込
み
条
件
は
要
介
護
３

以
上
に
限
定
さ
れ
る

が
、
要
介
護
１
・
２
の

対
応
は
。 

〈
健
康
福
祉
部
理
事
〉 

要
介
護
１
・
２
の
者
か

ら
申
請
が
あ
っ
た
場

合
、
施
設
は
市
に
報
告

を
行
い
、
市
の
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
や
む
得
な
い
事

由
が
あ
る
場
合
は
、
入

所
が
認
め
ら
れ
る
の
で

市
も
適
宜
、
関
与
す
る
。 

〈
問
〉
介
護
保
険
料
は
。 

〈
健
康
福
祉
部
理
事
〉 

国
は
６
千
円
前
後
に
な

る
と
見
込
ん
で
い
る
が

本
市
と
し
て
は
未
定
。 

                                             

●
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
い
て

●
守
山
中
学
校
校
舎
デ
ザ
イ
ン 

 

見
直
す
べ
き 

   

●
小
規
模
企
業
支
援
に
つ
い
て 

●
介
護
保
険
制
度
の
改
悪
と
次

期
計
画
に
つ
い
て 

   


